
Title トマス・ジェファスンの新しい解釈 : Fawn M. Brodie, Thomas Jefferson, an intimate history,
1974をめぐって

Sub Title A new interpretation of Thomas Jefferson : in connection with Fawn M. Brodie's Thomas Jefferson,
an intimate history, 1974

Author 白井, 厚
Publisher 慶應義塾経済学会

Publication year 1974
Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.67, No.11 (1974. 11) ,p.1138(44)- 1148(54) 

JaLC DOI 10.14991/001.19741101-0044
Abstract
Notes 資料
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19741101-

0044

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


マ ス • ジ ェ フ ァ ス ン の 新 し い 解 釈

. . . ‘ . . . .  .
-—— Fawn M‘ Brodie； Thomas Jefferson,

An Intimate History, 1974 をめぐって•

白 弁 厚

とかく悲^ J的な人殺;が目立'ろアメリ力の大統鎮の中 

で， トマス.ジェブァスンは最も幸福な生涯を送ゥた 

一人と言えるだろう。ヴァジユア議会の議員，大陸会 

議代表, 「独立宣言Y 起草者, ヴプジユア州知ぎ， 胜 

イム公使，国務長官，副大統領，大統領，ヴァジユア大 

学総長と各種の要職を歷任し83歳の長寿を保って, 
まさに独立宣言発布50周年記念日の当日,若き日の栄 

光をしのびまた晩年の教育事業の進展を確認しつつ，

齢かに世を去った。そして彼は単に政治家であるのみ 

な，らず， "inai\y-sided" m a n として有名で，思想家,. 

哲学者，教育者，建築家，弁護士, ま然科学者，農学 

者 , 言語学者，人類学者とまさにルネサンス的万能人 

の面目を発揮し，アメリカン，ディモクラスィの源流， 

建国の偉人，アメリカ最大の啓蒙思想家，信仰の自由 

.の闘士，プメリカ廣士拡大の貢献者等々の最大限め-讚 

辞が捧げられてきた。また彼の後世に対する影響は極 

めて大きく，その.思想において, 彼が確*した政治制 

，度！?t おいて，被が創立した大学において，また彼が残 

した建築物においても，彼は，ij iに記念碑的な存在で 

，はなく，現代になお生き綺けると言えるだろう。

従って，ジ:ファスンに関する文献は文字通り枚举 

にいとまがない。彼の全壤だけをとっても, 10巻に及 

ぶ Tfw WritinQB of Thomas Jefferson, ed. by Paul 

Leicester Ford (New York, 1892~1899), 20巻に及ぶ 

The W ritings of Thomas. Jefferson, ed. by k .  A, 

Lii®comb and A, B. Beirgh {Washington, 1 9 0 3 )を經て， 

-現在 52 巻に及ぶ The Papers of Thomas Jefferson 

(Priticelon,.W50— ) 力いPrin6et<m 大学の《L.P. Boyd 

め I I集によって刊行されつつあり（S i^ l9巻まで出てお

り，60巻に達するかもしれないと言われる),彼の思想行動 

の全貌は明らかでるかの如くである。彼は体系的な 

著書を残さなからたとはいえ,政治家としての公的生 

涯はもちろん衆目にさらされ，各種の演説，公文書， 

新聞記事，家事資料などは，彼に関係の深'い士地の図 

§ 館に残されており, それのみならず1か0 0速に及ぶ 

彼の手紙， 25000通に及ぶ波宛め手紙，プ，ランチイン 

ョンの細かい経営記録, ; ^ 事:記録，会計帳の類まで， 

彼は几帳面に記録し保存した。それらの中かなりの 

部分は印刷公刊され，またそのはとんどが,マイクロ 

つィルムなどで利用しうるので，彼め行動を日毎にた 

.どることすら可能である。

加えて，この啓蒙思想家たる大統領は,昨今の大統 

領とは違って公明正大，すべては白0 のもとにあって, 

逆に言えぱ彼の思想は神秘的要素を欠き,人間として 

もあまりに優等生で面白味がないと思われるかもしれ 

ない。しかしジュファス思想や行動の中には，あ 

る亀裂，深淵があることは，従来から指摘され/ Cきた, 
,1948年に第1 巻を出して以来現在までにら卷の大伝記 

Jejferson and His Time を出した Dumas.' Malone 

(Dictionary of Ariterican Biography の編集者でヴアジユア 

大学名# 教授,伝記は全6 巻の予定) は，その第1 巻の序 

ネにおいて次のように言•ゥている。"若気めいたりで， 

ねはいつの日にか彼（ジ:t ファネシ）を完全に理解し, 
自分のものにするだちうとうぬぽれていた。だが今そ 

れをなしとげたとはとても售•えないし私を含めて誰 

かがそれをやりうるとも思えない"。 (Dumas Malone, 

Jejffersm and his Time, Vol- I, Jejferson the Virginian, 

1948, p. vi，:） ジX プTVスンは容易に近づきやすV、人物 

だが, 他方においてその内面を知ることは難しい。彼 

の思想のニ面他については， Riekmi H ofstadterも， 

落命主義者一奴織所有者，上流階i t と交際一T. Paine

トマス，ジ:c フプスンの新しい解釈

や Joel B ar low とも交わる,独立自営農の指導者一大 

プランターの指導者，世界市民一焚国者 . ナシg ナリ 

スト • 強い愛鄉心, 農業社会の讚參一進歩思奨，とい 

う矛盾を指摘したし，そのはかにも，彼の思想と実際 

の政策の問には矛盾があるとと，感情の明を避け， 

多くの家庭的な悲劇はその思想に反映されていないこ 

と，内気な性格で,世に受けいれがたい思想の表明を 

避けたこと，などがとれまでも言われてきた。そとで 

ジファスンの思想の矛盾や展開を解明するためには， 

彼の龙大で乎明な; 章に記されたことのみならず，思 

想の下部構造, • さらには政治状況, 家族 •を友関係な 

どの心理的要因も重要槐されねぱならぬ。従来のジ 

フプスン研究ほ, 龙大な資料にもとづく資料実SE主義 

が主流であるが，資料のみによっては彼の矛盾やニ面 

性を十分解明できなかったことも事実である。
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こうした従来のジ* プァスン研究に劇的な挑戦を 

試みすこもわが， ここに取り上げさFawn M. Brodie, 
. Thomas jefferson, An Intimate History (New York, 
1974)でもる。 .

著者は力.リ.プォルユア大学（ロス，アンジユルス).の

歷史学教授で， The Devil Drive, a L ife o f S ir  Richard. . . . .  ■( , 
Burton; Thaddeiis St&vens, Scotlr'ge of the South; No

Man Knows My History, the L ife  of Joseph Smith

the Mormon P rophet.などの伝記の箸者。夫のBernard

Brodieは政治学者である，彼女の説くとと，ろを以下に

紹介しよう。 ‘ ， ‘

これまてカジ: ファスンの記録には，不思議な欠落

がある。従来の腹史家，伝記作家は，崇拝者であろう

と批判者であろうと，ジ》プ :r スンの文献の山に•迷い

込み，彼の二重性に困惑し，彼の特殊な才能にふりま

わされてきた。波がま分自身をあまり示さずとらえが

たい人物:であることはすでに何度か指摘され,.のみな

らず彼の内面生活の秘密は残されたあらゆる種嶺の資

料にうかがわれる。彼は日記を残さなかったし，その

思い出の記録も，フランス滞在の6 年間でやめている。

'；ンカンやF* ロウザヴユルトと同様に， 彼は勝利に

おいても危機においても,' 内同<0感情を公衆に示さな

かったi ジ》プブス' / は，一*見明白なものの背後に•常

に陰を宿し恋愛におけるのみならず , 本命，宗教,

奴錄，権力についてのきえでも, 二重性がわる6
これきでの研究は,彼の恭命取想に対する両親の影

響を息なかった'。ウォシントンやレーニンやガンディ 

の場合と同じように,プァスンの父は早く亡くな 

っているし（ジェフアスンM歳の時)，彼は母を赚つてい 

すこ, ，まナこまは，ジ ;1 ファスンのデモクラトとして0 面 

を弱め，ト一リ主義者, 貴族主義者としてのI5iを助長し,. 

夫の"政治へめ情熱，，を嫌ってV、た。. この* が， 10年 

の結愈生活ののち早く亡くなった時, 彼はまだ39歳の 

若さセもったにも拘らず,彼は以後他の女性に長くむ 

を寄せることはなかった，とこれまでの記作家は主 : 

.張してきた。 だが，.実際には， かりそめの恋の结手 

Rebecca Burwellを含めて，親友ズ，隣人のJohft'Walko' 

，の 參 Betsey W a lk e r ,イ.ギリス.の細密画家 Richard 

Coswayの不幸:な 參 Maria C osw ay,，ジ;t マ ャ）、ンり 

妻b 腹違ぃの妹fc当るモンティチ: ロの女奴截SaUy 

H em ingsと4 人の女性がぃた。Betsey■，'.と M ariaとの ’ 
ロマ: /スはぃっも大したととはなぃと言われ, Sal ly 

との関係は中傷だとして朔く杏定されてきたのである。 

なぜか?

ジ《7 r スンとCoswajrのra係は,；1828年に手紙が 

発表されてからは明らかであったが，彼の相続人は, 
彼 が Cosway 'との間{■こ取りかわした2 5通の:手紙を 

1944年まで隱レてきた。その後も, これらの手紙は, ' 

はとんどめ学者によって価値が乏しV、と見過ごされて 

きた。だがこれらは，アメリカの大統镇の歴史におぃ 

て最もすぱらしぃラヴ. レターである。

Sally Herningsとの開係は,.'.全くのタプであゥたみ 

黒人の歴史家のみがこれを事実おと考ジフプス 

ンを, 奴戴間題に一貫してぃなかったが故に,英雄とぱ 

認めなぃが,偉大な性的能力の持主と認めたのである 

こ《P女奴餘の子孫は，ケンプリッジ，マサチュセッツ> 
サン，フランシスコに散ったと考先られている。 こ 

の女奴織につV、て,の記事は， Riehmond R ecorderに 

年にスキャンダルとして初めて書かれ, Fed­
eralist の出版物にも出て政治的な武器とされた力V  

ジファスンは直接?こは何も答えな力、ゥた。この間超 

は， 7  X デラリストや;ち力;主張するように罪のなぃ奴 

辣を犧牲者とした堕落のスキャンダルセはなくて, . 38 

年もの間ジ51ファスンと女奴綠に大きな幸福をもたら 

した真剑な變情であゥこ, 彼は,豐かな情熱を持って 

ぃたが,白人と黒人の混血を野蛮にも罰した社会のわ 

なにしかけられ，彼の心理的宿命は，禁じられた女性 

との恋に陥ることであった。欠陆は'シ？i プァスンにあ 

るのではなく，彼に秘密を政い社会 ?J；あるりでもる* 

人間の内面生洁が，その公的生活に絶えず銜擊ポ与

園
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'支るという前提を認めるなら，ジクプスンの全生涯 

ノは明らかとなり, 彼の二重性も明らかとなる。波の英 

雄としてのイメ " ジは光も失うことなく，その才能も 

低まらない。そして毕透明の影も，なくなるで、あろうC
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以上が，本書の中で"半透明の影"と題された序論的 

第 1 章め概要である。本書は32まからなり, 商親，ま 

族，妻，恋人すこち；, 子供や娘むこ，Hamilton, B u rrとの 

関係などを論じ, I 女奴織の息子Madison Hemings i  

モ'ンチィチ';c ロめ奴諫 Israel Jeffersonめ回想記， II 

"My'Head aftd M y'Heart’，と— され，prudence と 

•passionが争う Q^way..宛のラヴ，レター，HIジccフ 

ァスンの子孫による恋愛関係の杏定証言を附歧とする。 

.2 っの回想記は，.1-873.：5̂ に  Pike Country (Ohio) Re- 

^publican 発表されて以後は最初の公まであると言' う。 

著者によれば，子孫による杏認誰言は,,孫Thomas Jef­

ferson Randolphから始ま，った。彼は，Saliy Hemings 

が妊娠した時はジ:CプァX ンはモンチィチユP にはし、 

，なくてr.甥の Peter }̂、Samuel C arr力';子供た.ちの父M  

だと主張した。だがこれは，パリで懐妊した子供のと 

.'とは否定で'きないのみならず, ' .ジェフ..ァスンの '•Farm 

Book 'その他を調べてみれば， ジ :Cつァスンが不在で 

'なかったことはすぐわかる。めみならず，.懷妊の頃に 

2 人の甥は逆に不在であったことが,ジェプァスンと 

想たちとの手紙で明白となる, という。

彼女の積極的な主張は，ジェファスンは父を早く失 

ったため，父に对抗した経験がな < , 測量士として地 

位を策いた父を理想化しそれがアメリカめ民性に 

対する識美とつながること，母には敵意を抱きつつも 

名門出身の母に依存しそれへの反撥が，イギリスの 

植民地抑田に対する抵抗とつながること，rイギリス領 

プメリカの諸権利概観J は母に対する怒りと反抗心の 

表明でもること, 10年間の結婚生活は，想像されるは 

ど牧歌的ではな < , 妻はジ:Cファスンの政治への情熱 

に嫉妬していたこと，ジ:Cファスンは妻の死後政治の 

みに情熱を妬けたのではなく，数人の女性を愛し，特 

'に Saliy H eiiiingsとの関係は彼の生鹿の中心的な事ま 

で，彼女の子供たもの:5C親であったこと， S a l ly はフ 

ランスへ行ゥた析自由を主張しえた.が，ジ3；プァスン 

の子供をみごもてアメリ力に帰 f f lしたこと， フ 

ァスンが奴織解放に消極的となったのは，もし解放す 

，れぱヴァジぐアの法雄によって解放された黑人ぱヴァ

ジニプを去らねばならなかったためであること，彼の 

奴織観は， S a l l y との関係を抜きにしては理解できな 

いこと，奴織 ' 黒人 . 混血などに関する後年の言及は， 

すべら S a llyに対する感情の表現であること，後世の 

歴史学者は， S a l l y との関係を,信じたくないために 

のみ斥けたこと，なと*である。

とうした主張を裏付けるものは，ジ*ファスンの子 

を自認する前記のMa<iisori，Hemings, これを支持する 

モンティチ;t  ロの奴錄 Israel Jeffersonの回想記であ 

り，その他には，主に心理分析である。彼女は心理学 

者 Ei，ii< Eriksonの患響を受け，資料の行問に心理分析 

を加える. i^ychobiographyの方法を用い，性を中心に， 

ジェファスンのあいまいな奴織観などに合理的な解 

決の鍵を与えようとした。例えぱ，ジ：>；ファスンの旅 

日記 （"Notes of a Tour through Holland and the Rhine 

Valley," Papers, Boyd, XIII, 8 -3 3 .)において,プランス 

の田舎の状景を描くのに"m ulatto"という言'葉を 25 

ペイジの中に8 回使,:0 ているが，これはS a llyへの強 

い関心を示すと言い，ま'た infinitely the happier, to­

tally absorbed, ardor, infinite appetite などの用語は， 

s e x を愛する人の強い言•集だと言う。従来の男性史家 

とは異なり，彼女は,女性特有の限をもってジュファ 

スンの感情の起伏を読み取ろうとした。 ：

こうした問題について, 従来の記研究はどのよう 

に•扱ってきたのか。問題の中心であ>るS a llyとの関係 

についてみてみよう。

まず，現在ヴァジニア大学セThomas Jefferson pro­
fessor の地位にある Meiril D. PetersOn の，TJw Jef- 

ferson Image in  the American Minct, 1960 は，次の 

ように説明している。、

この話の始まりはあいまいである。プエデラリスト 

たちは, 1800年の激しいキャンペインでそれを口にし 

始めたが, 1802年 に James T. Callender力’、大統領に 

対する中傷文の中にそれを加えるまでは，公然とほ知

られなかった。........... J. 0 . A d a m sの軽キな舞がIfi28

年に彼の論敵によって復括された。 この話は,尊 

敬されたイギリスの詩人Thomas Mooreの書において 

，もまた含まれていた。， こ話は党利党略のために 

用いられることがなくなった後tこ，奴餘處止論者たち 

によってぽび語られた。……そ の 代 ま i 838年に 

ュュ 一 * a  - ■ク，の Lovi Gaylordが語ったものである。
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ト々ス• ジ:プァスンの新しい解狹

彼は，ある南部純土のロから，ニ ュ オ ー リ ア ン ズ  

で トマス . ジ プ:r スンの娘が1000ドルで売られた 

のをその目で見たということを聞いた。 数年後に， 

黑人作家'"C奴錄制廃止論者めWilliam Wells Brow nは 

L tb era fo rの中に「ジプァスンの娘 j という匿名の 

詩を見つけ,••‘，'，彼が編集していた奴諫反対歌集に加 

えた。 偉大な黒人指導者Frederick D ouglasは，

, ジ:Cファスンの子孫に更に一世代を加えた。孫娘がリ

ベリT の植民地にいた！  Theodore P a rk erはジェ

ファスンを歴史的に描いた中で，ジェツァスンは自分 

の奴織の父まだという告発には十分根拠がる，と言 

っすこ。……イギリス人のアメリカ論者たもは，19世紀 

の第2 四半期におけるこの伝説の復活に貢献した。 … 

■••Trollope失人は， 1832年め辛らっな The Domestic 

Manners of the A m ericanによっ.てその代表となった。 

'•…. この伝説fc尾ひれをつけそれを支持した旅行者の 

間には,' Marryat 大尉 , Thomas Hamilton, Felton 夫 

人，E .S . A b d yがいる。 その意図は常に， デモクラ 

スィ道徳の空しさを示すためか，奴諫制の恐しさをポ 

すためでもぅた。，……

この伝説を諷明するような!E抛は多くないが，それ7 
を積極的に打ち消すものもなかった。ジュファスン自 

身は，かつて混血児の父であることを否認したと主張 

されたとはいえ，これを否定しなかった。彼の公表さ 

••れた著述にも，多勢の人めための報告書にも，資料r  

も，黒人女性との関係を示唆す る̂ものは何もなかった。 

また初期の伝記作家も，彼に最も厳しい批判者ですら 

も，こめありふれた報道に注目しなかった。最初にそ 

.れを間題にしたのはJames Partonで， 1874年に書い 

た伝記においてである。Hemingrsという少し黒人の血 

が交ゥた家族がモンティチェロで後れ、ていて，ジznフ . 
r スシが解放した5 人の奴謙の中3 人がその名を持っ 

ていたことは，ずっと知られていた。そとから, .Hem- 

in gsはほ謙ととどまって、、た他のものにつ、、てはおそらく 

河も言われずに)，ジブァスンと S a llyの子供たちだと 

推断された0 この推断は,’ 長年にわたっジ :n ファス 

ンの奴織監督でもったEdmukd Baconによって，1862 

年に公表された回想記によって斥けられた。"Hemings 

兄弟婦妹は,老W aylea氏の子供だと人びとば言■った"。

とモンティチa iロの奴織 Isaac Jefferson .は， 1840年 

代に書きとめ公まされなかった回想の中で報告した。 

最近の学者は，との判断を支持する方に向かゥている。 

John W a y le sはジ》ラゲス.ンの義父であ> った。 Isaac 

の記すところによれば, "Blaek S a lは非常に- しく，

長い毛を青中にたらし" W a y lesの 遣 の  一^部として 

モンティチェロに連れてこられ, W aylesの子供め1 人 

ヤぁった。歴史家の H ildrethと' R W .  Bartlett t i典 

K 1856年に•彼女の真の家系を認めナこ。H. W. Bartlett 

め書いたものによれぱ， "Black S a lは，妻と血のゥな 

がった妾であった。" ジェフプスンが, モンティチ:c 

ロにおける彼の奴餘の何人かと混血の子供たち(こ対し 

てなぜ特に目をかけたかを説明するのに役立ったはず 

のこの事実が，その代りにあの伝説を強めるのに用い 

られた。 ‘

♦ に伝わる話の中で，最も信頼の置けるものは,オ 

ハイオ州'Pee P e eの Madison Heming^の回想記で， 

1873年 ，3 月 13 日}？̂地方紙 も0 County R^ptiblican に 

発表された。新聞編集者に語ったMadkonの生i i の話 

は，家で語り伝わっただけで^>る。彼の祖母EU'Zabeth 
H em in g sは， イギリス船長とクィリアムスバーグめ 

John Wayles © 奴謙の娘だと被は言った。妻が死ぬと 

W a y le sは成長したE lizabethをまとし， 6 人のギ供 

をつくった。 W a y lesが拓ぬと，母と子供たちはジふ 

ブケスンの奴織としてキンチィチC C へ行ったd 明ら 

か に Elizabethの 5 番目の子供で次女のS a llyは,ジ

プァスンの下の娘P o llyについて， 1787年にフラ 

' ソチへ行っすこ。Madison’，は，，その時彼女は，.，ジェフ-プ 

ス'ンの上;の 娘 M arthaと同じ15歳位だと考えている 

バリで. S a l l y はジェブァズンの查となった。.'....子 

供 の B e v er lyと H arrietは白人と結婚し， ウォ'シン. 

トンで!^人の家庭を育てた。E sto nは黒人の女性と結 

婚し，まチ*オ'.、イオへ,‘.ついでウィスロゾシンへ移っ 

た。 Madison 'ま身は，：‘，，…後 jt*こはオメ、イ オ め Pike 

Countryへ行った。 ….‘ •彼の母につ!/、ては，"部屋と衣 

類を整理し, われわれ子供たちの世話をし,.縫物など 

のような経い仕こ# をするのが，私が記憶する限り，父 

の死に至るまでの彼女の生涯における義務であった，し 

この回想は，ジェフプスンの家庭生活とモンティチェ 

ロの奴辣にっいて学者が集めた資料と実によぐ符合し 

ている。 しがし，SallyがジCXXプァスンの妾であゥたと 

か Madisonが息子であったということはIE明してV、 

ない„ 父子関係の証明は，もちろん世の中で最も難し 

いととの…*づである。 との場合も多分証明は汰してさ 

れないだろう。真面目なジ:プァスン学者はとの関係 

を信じるとは肅も言わなかったにもかかわらず，この 

伝説は続いている。 れほ， Arthur Calhcmnの iSbtuW 
History o f the A^teHcdn Family に.:も, W.E.B. DuBois

の バ ゲ に も  i ' F u r n a  さの，Gootifcye
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to Uiicle T o m にも，その他の重要な書物にも，真実 

力、もしくは真実だろうと記録されている, 1954年には, 

Ebonyという雑誌が，ジ；r.プァスンの子孫たちの写真 

を並べた。 . .1 ' '" 4 世代のうちに， これら誇り高きネ 

グロの子孫たちは‘. . . . ‘* ンチィチ;C 口のき大理石の輝 

きからネグロ  . ゲトク，へと，先担がそ0 発見に厥 

力したディモクラスィり中で,長い信じられぬような 

族をしたのだ，’ ..:…この混血伝説が起り広がるのは, 
主に 3 つの要素のゆえである* 第 1 に政治的耍素：フ 

ェデラリストたちの敵意，アプリ力のハレムを暴露す 

ることによって彼を略れようとV、う CaUetiderがたき 

つけた政敵たもの望み，そして後には，その英雄を台 

座かシ転雜させることによ•てアメリ力のディモクラ 

スィの威信を低めようとするイギリスの批評家たちの
* k/t n >,̂  曲 . . /!> 1 hi& h

らこれを否定している。 ' ' ‘
. 彼のもう—"冊 の 伝 誌 Thomas Jefferson and New 

Nation^ a Biogra^hy^ 1 9 7 0 .においてもこ‘の論調は変. 

らず*次のよう述べられているン 

大抵の伝説と同じように，これもつぎはぎでつくら 

れナこものである。証拠ははとんど状況証拠で，およそ 

決定的ではなく* もしジプァスンがモシティチct ロ 

で人知れずその性格を豹変させることができるのでな 

ければ，黒人との海血関係にかかわら合った彼も想像 

することは難しい。とのような人種の混血，主人と奴 

織との関係におけるこのよづな無慈悲な掉収は, —彼の 

全存在に反した。 これは麽史的には重要でないが， 

S a llyの子の父はPeter Carrだというのが最も塞当な 

スイの懷C1ほな̂ 14̂  の よ こ  3 リ'I '*1ン，, 、W ノ I f N— ■ 推測だろう。 この状況は，もしそうセとすれば,
宣伝活動。第 2 に奴辣制度：少しぱかり緯りを持ちた Hemin^rsの血統の真核から彼ま身の家族を守りたいと 

いというニしグロウの切なる望みと，白 人 を 困 ら せ る い う 願 い ••彼にゎて微妙な点一一と共に，この間 

ための巧妙な方法， Joftesの子孫というよりはジょフ 

ァスンの子孫ということカ少しでも良い値をつけよう，

という奴織商人と競売人のずるさ，混血という社会的 

事実̂とその道徳問題としての魅力♦ そしX 特に建国の 

父たちの中で罪を犯したごとを示す価値があるのはジ 

フヶスンだけだという奴諫廃止論者たちの論理。第 

3 にジェファスン自身のto人的が習慣と履摩をめぐる 

，もの'：妻の早死，W alker夫 人 （アルプマ‘ルにおける廣

家の妻) との短い恋愛, ある奴謙た'^に対する特別な信用を失ったと断罪している。

親切を含めて，ュ'^グロウに対する彼の大きな関心，

想像力を働かせれば， "Black Sal" 関係の好奇心をそ 

そりえたような間題。ジ; フズスッの家庭生活に'^い 

ての圧倒的な証侧はこの伝説を論硫したとはいえ，彼 

の生活のこの面は,南北戦争前には良く知られでいな 

かった。との伝説はフュデラリストたちがいなけれぱ 

生まれなかったろう。それは，奴'課制廃止論者か，考 

えられるところでは，イギリスの批評家たちがいなけ 

れぱ，復活しなかりたろう。そして，ジcr:ファスン自 

身の経歴と少’数のニー グロウの回想を除けばそれを支- 

える ものははとん どなかったので, それはジX ファス 

ン像の漠たる奥に消えて行ゥた。 (pp. 182-70 '
以上のよ.うに，Petersonはこの ."伝説" をプ;&デラ 

ト，奴錄制廃止論者, イギリスの批評家の3 者に

題につV、てなぜジ* プァスVが堅く唇をとざしていた 

かを説明するだろう。ジ* フプスシは, Callenderがこ 

の問題を公ました時のみならず,生涯これについて 

は沈黙を守ったのである。彼の友人は情概してこれを

否定したが，スキャンダルをあげただけだった。 .......

(p. 707)
' ' こうして，:Sally 相手は Peter C a r rという説組 

みし，中傷したC alenderはフ* デラリス.トの中でも

先に触れた, Dumas M aloneは， 1948年以来ジェブ 

r スシの伝記に取りかかり，すでに5 巻を出して標準 

的な伝記として広く推賞され,現在その完結篇の亀を 

取っているが， その中における彼の者えを見よう。 

Jefferson and hU Time, vol.IV , Jefferson the Presideiit, 

First Term, 1801-1805, 1970 において， 彼は Cさh  

lenderの批判について次のように言う。

この時ジェファスンは60歳に近いこi , .またとのジ 

ヤーナリスチィックな批半Ij者はモソネィチ》口へ行っ 

たことがないこと力;注意されよう。情報源を何ら示す 

ことなく，Callender 'は，自分の言っているととはよく

よるものとし，こ;^を証明する資料も杏定する資料も： 知られていると主張した。，，…，われわれの時代におい 

少いと言って注意深< 断定を避けてはいるが, 真 面 目 て は ，当面の問題は，贼がこの話の中で述ぺたことを 

なゥュつァスン学者はとれを信じなかづた-と述べ- . 商 ‘ ，何か真突性があるかということであをう。これには三 

北後に知らみるようになった彼の家庭生活資料はこつの答えが与えられうる。、り)との告発は, 先ず第-^に-

の "伝説，，を論破していると判断して, 諸般の状況か非良心的な人間の復醫のペンから生まれ,敵意のうち
■ . ‘

— ~  48 (,1142  ̂ ~—

トヤス• ジt プァ义ンの新し、解釈

に広められたものだから疑わしい。《2)それは証明されぎないとし , Sally;の子供た'^の父を定めるのは全 

えないし，I言われた取実のいくつかは明らかに誤ってく不可能だと言いつつも , ジェブァスシの孫でhomas 
いる6 (3》それらは，ジェファスツのような道德媒準とJefferson Randolphの謝, つまり父はジェプデスンでは 

行動習慣を持った人間にあっては事実上♦ え ら れ な 全 :くなく，规 Peter Q an .だという説を緒介している6 
いので，それk 明らかにしっくりしない。こ う 言 っ た ま た Seillyのす供め一人は大統領の子であると自認し 

からとズ，彼は石，づくりの聖人で誤りを犯すことはたが，そ•れは母に#えられたもので , このほの虚楽心

にもとづく，とかなり杏定的せる„ Malon©にどづ 

ては，ジ;n プァスンはやはり崇高な人格者やあり，混 . 

血伝説は* 政敵の恶意や女0 虚栄心などによって広め 

られたということになろう。 '

ないなどと言うつもりはない。だが彼の主な次点は，

こういう類いのことではなかった。彼は時には品位を 

落としたこともあろうが一沢山の男性と同じように 

—— ，との潔癖な純士が，亡ぎ妻の思い出と，娘や孫 

，たちの幸福に献身しすぎるはどでりながら,卑しい

関係を生涯保ちえたとは，事実上考えがたい。-そめよ , 6

* うな関係があれぱ，彼の.家族は必ずやかぎつけたこも

だろう。 とれは, この節制の堅い人間が，長 い 間 秘 密 こ う し て , ジムファスンとS a llyの関係は，従来の 

の酔漢であった ‘と告寿するのと同じ位，ぱかげている。 権威ある歴史家たちによって , IE明され先ないものと 

(pp.212-214) , しで否定され，その関心の外置かれてきた。 これに

彼自身は，弓I退の後に , 政敵による中傷に対 'し て は 対 し て B rod ieは， このタブ-•に挑戦し従来の歴史 

彼の生活ぶりによってのみ答えるべきでそれfcil外 に 答 家 が h e a dの勝利として描いた公認のジファスン像 

えることを望まない， と言った。 "も し 私 が 彼 ら の 偽 を , h e a r tの勝利として恋の冒険者r 転を L ようとす 

「りに反論するために筵をとるはど堕落したとするなら， るものであった。そのためにこの書はたちまち評判を 

私は自分自身を半ぱ有罪だと考えるべきだろう" と 彼 得て , 連続ペストセラーとがり， Book-6f-the-Month 
は言った。.’ (Thomas Jefferson to Dr. George Logan, June C lu bの違走書に選ぱれ，"洞}察を加え現代心理学の方， 

20,1816, (Ford, X, 2 7 ) ) こ れ に 彼 の 公 的 な 行 動 に つ 法 を 適 用 し て ，ジプチスンをリアルに，人間的に，誤 

いての政撃に関して , はとんど変らぬ彼の方策でありを犯すものとして描き，それによって彼の知的な業 

った。彼は , 彼め宗教と道徳に対する攻撃を，攻 擊 者 績 と 性 格 を -^層英雄的なものとし彼のゆううつな内 . 

は適切さを欠くために目的を遂げられなV、だ る う と 攻 的 な 特 色 を ，彼り捧大さを補うものとして理解せし

信じて，’公 衆 普 意 に ぽ り ，無視した。，彼と彼め奴織 . めた"。 (Alan Green, Saturday Review/W orld),"偉大な 

Sally H em ingsの^係について彼が特に触れたよう

な記# は, 個人的なものの中にもないようである，

(pp. 212-215) V ,  .

ま た M aloneは，同 書 に 「混血伝説 j という附録を 

忖け， この伝説普及についてのPeterゅn の 3 要素説 

のうち，奴織制度 , 特に , 自由の傑‘出した鬪士である 

ジ ;n ファ；̂シ自身が奴織制库によってけがされ犧牲と 

なゥたということを示すことによって，奴雜制廣の不，

信を増そうというAbolitionists,の努力について取り上 

げ，現代においてこの揮血物語を復活させる人びとは 

一世紀前のAbolitionistsたちの主張と突によく似.てい 

ると言う。彼は , ジ : ファスンとモンティチ:ロの奴 

錄についての資料として， Thomas J e ffe r m 's  F arm  

Book, ed. by E. M. Betts, 1953, Isaac Jefferson, Me­

m oirs o f  a  Monticello Slave, 1 9 5 1 , H. W . Pierson,

Jefferson at MonticelU ,  Sally Betty . , -叫 ;

Hemingg,力をJohn .Wれy le s，，のま•だと,いうのもロおにすず心理的な舍、しさ.に'ぅいて見もが，，..:クァスンの拉

— m u m )

‘ ▼ •广r~/、，o«

洞察と共まと筆致をもって描、、た衍はずれの人間ドラ 

マ" （Page Smith), "h eadと h ea rtを兼ね備えた'最も 

知的な大統領にふさわしい全身像" (John Barkham, 
John Markham R e v im s)などという賞讀が寄せられた， 

だ力他方で，桂関係を中心としたフロイド的心理分 

祈に対しては, ’ 風当りも潮い。 The New York Timeさ 
Booh Review (April 7 ) め，Alfred Kazin は， "も'し君 

が秘密を守りたぃなら, 大統領に避ばれるな"と忠告 

し, この書は魅力的な立派なものだが,箸者はジェナ 

ァスンの sensitivitiesにのみ重き☆ 置きすぎて,恋愛 

を求めるよりも"intimate"なはずの哲学のcompulsioils 

を軽棍していることのみポ满でもると述べている。ま 

た， S a U yが何★ 考えていたかについては，ジょププ 

スシが子供たも,を解放してくれること頼力たというと 

と以外には何も述ぺズいない。きた，箸 者 は ,ジ プ  

スンの奴錄所有•者としての薛済的な苦しさめみなら

; おが' •*、< tf - け 、、、 i*
liiiiiillfrtM が M i M

:

I.
-

-

... 

:
.
.
... .

.

.

.

.

.
 

，
-‘ 
.
: 

.... 

I
.
.
.
.. 

.

.

.
I 

. 

.

.

. 

.
- 

. 

- 

. . 

■ 
 ̂

.

1.1. 

- 

p
r 

>
>
^
.
.
t
m
r
t
f
n
{
i
-
n
f
-
l
?
n
v
-
;
l
.
n 

■■■

.
 

M
n
.
l
:
. 

I 

. 

.

.

.

.

.

. 

.



「ぢ ffl学会雑誌j 67巻11号ひ974年11月）

截間題 . M人間題についての"矛盾，，に焦点をあてな 

1/、ととを不满とする。. The New Republic (April1 3 )の 

Max M. M intzは，彼女の心理学的分析をとり上げ, 
"われわれが結論しうるのは， そういうことがあ，った 

がもしれぬ, ということだけだ" と言ゥて，これだけ 

の根m だけからなら, 反対の仮説をも主張しうるとし， 

'ジプデスンは父を憎んでいたがゆえに"anti-autho-, 

rity" complex.を抱き国lO こもFedかa lis tsにも对立し 

たのだとい:うHai.ry Elmer Barn⑤の説を紹介してい 

る。 Newsweek (April1 5 ) において . Walter Clemons 

は，彼女の心理学的な考察のレくつかは甚だ疑わしい 

gu essw orkで EVmid的な Mかさを線り返して、る 

力’S いくつかは素晴らしく独創的で， また感動的で 

ももると言う。 ヴァジュ7 大 学 の Robert Rutland 

(James Madison Papers の編集者〉’は， Press. J^nterpHze 

くA pril2め で ， この書において新しい点は，著者のよ 

うな学識をもった麼史家が，ジェファスンが女奴謙の 

少なくとも5 人の子の父親だと無鉄砲にも断定しだこ 

とだけだ.，という。’ 彼は，Madison Hemingaの思い出 

のよう，な三次資料を取り入れCoolidge-IWidolph letters 

を拒むごとき方法を嘆き，波女は第六感を働かせ， ド 

ラマを組み立てる小説まのセンスを持つていると皮肉 

る。最も辛らつなのは， New York Review of Books 

(April1 8 )の Gany W ill s ' t ? ,著者の勤勉と無知の結 

合が，この唐を# 凡なものとしていると言う。著者は 

18世紀のプランチイションの条件，政治思想，言葉の 

使い方，科学上のカテゴリィ{こついて全く無知で, 200 

年前の語法についてO E Dの存在を知らぬとこきおろ 

し， hint-and-run m eth o dと非難する。旅行記の中て’ 

"m ulatto"という語を8 回使ったという点についても， 

O E D によれぱ，これは特に1 8世紀アメリ力的な用法 

で，黄掲色の士の色にジキファスンが注目して用いた 

ものであり，r e d を 7 回使ったのと選ぶところはなく， 

オランダ旅行の時と頻度が違うのは,，プランスと土が 

違うからだと言•う。性と恋愛にもとづく彼女の研究方 

法は，Hollywood fail magazinesからの借りものだとま 

で断罪している？ Christian Science Monitor (May 21) 

の Henry Wilkinson Bragdonも， 著者(■ネジプゲス  

ソの書V、めホ宾t の隱れた意味を探るが，時に18世紀の 

語法をこっけいにも誤解していると言い, また彼女の， 

，'得意の力法は膽測で, . "one cannot know, although one 

may suspect** "it.is.likely that'* "it must have filled 

her with horrpr" .'"certain passages suggestけ'な.'どの言 

盤でおお:b れ, 歴史家として納得できないと批判する。

だがこうした欠点にもかかわらす‘，この#は読む価値 

が あ , ジ:Cフプスンの心理を檢る彼女の試みを割引 

きして考えれぱ，特にモンティチェロにおけるジi t フ 
ァスンの生活は豊富な資料で描かれてぃると賞め， 

"禁欲的で知的で冷静でュレガントな"^という般の 

ジ:Cフゲスン像から波を救い出したことを評{商し現 

在の防腐剤入りのモンティキCC ロに関する彼女の次の 

言葉を引用している。 ‘'ジ:Cプャスンが愛した鼻息の 

荒い馬も，肥料の句いも， ワイソ . グラスの鳴る音も， 

子供の叫び声も，そとにはない。やきもちやきのはれ 

っぽぃ女性も, 酔っは’らぃや意地悪の競類も，気狂ぃ 

沙汰やけんかのきざしもない。この小高ぃJ iからは,

奴課小屋が取り除かれ，その本質的な人間性もまた取 

り除かれている’’。 （これはモンチイチ;1 1 ロを"a fascinat­

ing museum, a shrine to 、Jefferson’s .memory" と讚えた 

Merrill Petersonに対する皮肉であって， "The modern Mon- 

ticello is indeed like ‘the Jefferson image in the American 

mind."だときう）。

特に奴諫問題については，Garry W illsが，Detroit 

Free P r e s sにも書き，'.Sally'との開係の"ST能性は，，も 

っと真面目な歴史家たちによつ てすでに認められてき 

たのだが，それだけのことであり，奴織に対するジ*  

ファスンの態度はそれによって動揺してはいないとい 

う。 W illsによれぱ，ジェブァスンは菲常に早くから 

奴錄間題につぃて書き， それは一貫していたが， rヴ 

ァジニア寒:え書」では2 前提から出発した。すなわち 

第一に奴諫制度は悪であるが,細切れにもしくはやた 

らに奴謙を解放してならぬのであって，生活の手段を 

与えねぱならぬし，社会を転傑]しようとする者も解放 

されえなぃ。（彼はヴァジニァで解放された奴謙の数を抑え 

る厳しぃ法雄を支持した)。第二に，黒人奴鎌と白人は， 

最も重要な能力 , 道德感， 自治政府による.生命，き 

由 . 幸福追求の権利においては平等だとしつつも，’文 

化的，歷史的差違を感じ，自治政府におぃて黒人と白 

人が協力することを斥けた。巢人は遠くに分離して自. 

治政府を持った国民となるべきだとしたのである。以 

上の 2 前提から，彼の解放評画は,（りある時期以後に 

生まれた奴織をすべて解放する，（2)自治能力がつくま 

で公費で教育する，（3》成年に達したら国外に送り出す， 

(4)代りに白人労働者を移民させる，というものであり， 

この詠商は全体として進められなけれぱならなかった。 

ジズファスンは，この許画の一斑としてでなければ, 

自分0 奴織ゥ解放を考えたことはない。彼より博俊主 

義的な人もいたわけだが，彼ぼ彼の時代においでは冷

b O U W )

。パV

トマス，ジェファスンの新しい解釈

静に科学的に考えたわである。Brodie.はこのことに気 

がつかず，彼女の説は人を誤らせる， と批判する。. 
W illsは, S a llyとの関係を認めつづもジブァスンの 

•奴諫観は一'貫していたと主張するもので, それは一^ゥ 

の解釈だが，ジょプァスンの白人優越思想,黒人との 

混血に対•する恐怖が， S a l l y との関係があらても全く 

影響を受けなかったとするのはやはり無理があろう6 
Wills 'よりも若V、班究者 Stevert H. Hochmanは， 

West Virginia H is to r yに次のように書いている。 

Brodie以前の度史家が性の間題を無视したわけではな 

、いが，ジょファスンは特に自制心の強V、入で心の奥を 

，人に示さなかったの't v それをあまり追究しなかった。 

ジェファスン貞操を特に美徳とは考えなかったが， 

：« rod ieの言うはど性にとりつかれたわけではな、。モ 

ンチイチ:C P の混血の子供たちについてはジ$ プァス 

ンの规がその父だと認めたという孫の証言があるし, 

家庭を大事にし人格者であったジュファ；̂ンがまや私 

生児を持っていたということは考え難い。だ が Win- 
tlirop Jordanも数年前に述べたように，その可能性は 

あるわけでもる。 しかし 'Brodie力伽えた証抛は疑わ 

しく，波女の解釈は空想的である。被女の誤の多く 

，は，彼女が彼の時代，特に政治や学間の分野に对する 

■無知にもとづく。被女はレ性や人盤間題や心理など現 

-代人には関，6 の強い間/題によマてジェファスンを当世 

，'.向きに描くとに夢中になり,， の時代において描く 

ことに失敗した。

7

■ *. "

'.まだ前記の Dumas Malone'，は，New.. York Times 

(May 18V に "Jefferson’s .Private，L ife" 'として，’ ジ;c 

ファ..スンの孫Ellen Randolph Coolidgeが 1858年に夫 

」に宛てて書いた手紙を公表した。その前書きで，この 

内容はSally Hemingsの話に触れてお';り.，この話は最 

.近復活され, 載抛がないのに本当だと考えられている， 

と述べている。

Ellen Randolphは，次のように記している。

ネガチィヴの証明は難しいので,ジェファスゾには 

黑人の妾や黒人の子供がいたと力、，この子供たちが奴 

.諫 5̂こ売られたととを，否定する賊跡を示すのは不可能 

でホンる。だが後者については，そんなひどいことをす 

るわけはないし，慈悲深い人柄でとりわけ親切な生人 

として知られでいるジ:Cプァスン氏の人柄と矛盾する。

:奴謙の気持とM祉に'/、つも最も心をつかって、た彼が，

自分の子供だけを残酷に扱って,解放することだって 

できたりに邊い市場に売るおろ5 か ？ 彼は何人かの 

奴錄を解放するとと'とし, 遣言孰行人に,解ク在後もヴァ 

ジニアに、られる許可を州譲会に請願すt よう指示し 

た。解放されナこ何人かは今とこにいるQ でf cる。白人 

社会に人れるはど白い奴綠はプラゾチイシg ンから静 

かに去らせるのが, 彼の主義であった。：それは"逃亡'， 

と呼ぱれたが，•速れ戻されることはなかった。私は 4 

人の例を知っており，彼らは歩いてまづでしまった。 

その行く先はよくわかって、たが，をのままだりた。

—一白人社会に入れるはど白かったからである。 ‘‘•'••• 
ジェファスンは青^-年男女さまざまな年触の孫という大 

家族を持って、、た。彼はモシティチェロ f cいた時ほ, . 
特に晚年の17年間は, ‘ これら若い人おちに® まれ，彼 

らと自由にだんらんしていた。彼の不品行が家族に怪 

しまれ'ない’ことなどもろうか'，？'..,‘…私の兄はかかるキ> 

傷を怒って,祖父の生浩め潔白を疑わせるようなもの 

は何一つ見も聞きもしなかりたときっぱり断言してい 

る。彼の部屋には家族に全くわからぬような入ロなど 

d なぃ。……ジ^ フプスンのように尊敬すべき家庭的 

■な性格を'持ち, 娘とその子供たちの.ことを考え,被らと 

接することを好み,もれはどの優しい想いやりとこま 

やかさで彼らと接し，もらゆる点に.気をくぱった人が, 

彼らの自前で混血の子供を育てたり家庭内でみおらな 

情事をやウたがるだろうか，を公正な人に刺{Tfしヤも 

らいたい。… モンティチCC ロの家は長い間建集が棟 

けられ，主にアイアランド人が働いた。波らは黑人め 

女性との間に子供を结っすこととで知られて、る。 しか 

しごの!女性たちは,その子供たちは自分の主人の子だ 

と思われるのをとて、も喜んだ。… '.混血女性を追いか 

ける遊び人たちも近隣におり，子供ができてもその認 

.知を淡った。……"duskyあlly ’’...として知られ't ：いる， 

女性はあまり評判がよくなく，ジ$ プァスン氏の近親• 
の妾でおっそ，その子供たちがこの近ぽめ子であるこ 

とははとんど間違いない。被らほ皆きれいで，祖父の 

死後會解放された力、，生前に離れていくことができすこ。 

….'.主人の名前をつけるという南部の奴謙の習慣が，

飘解を与えたもう一 つ̂の原因で、ナりる。 ジCCファスン氏 

の奴黯が，その?E後に売られた時に彼の名をつけたこ 

とは疑いない。ジa：ファスン氏め奴餘ではなかった一* 
人の非常に評判の恶いダ;}が,彼の名をつけてほ分は波 

の息子だと主張した。彼は烏のように真黒で,，ジ;Cプ 

ァスン氏が不在の折力、何:̂ 、に生まれ, 彼の生張-が正し 

'いはずはないのセある。’，、‘… ’
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トマス，ジc tファスンの新し、、解釈

h m i 4 7 )

r三田学会雑誌J 67巻11号 （1974年11月）

これはSally.の問題を扱った珍^しい手抵で，孫の立 

場として粗父の素行をま護しSallyの子の父はSamuel 

C arr力、. Peter' C arrという説を支持している。’ すこだし, 

50年もたった後の弁護論というととに難があろう。そ 

れに对し'"0  Brodie は,同じ New York Times (June 13) 

に一*文を寄せ，ジ- クデスンはFarm B ookに記され 

た f e l l y の子が生まれナこ9 月前にはモンr ィチ:ロに 

. いたこと， P e te rと Sam uelは妻帯者力錢園を経営し 

ていたこと，二人ともジCXプアスンを擁護したことは 

なく , またジi t ファスンゆ规を非難したこともないこ 

と， Sally P 長男の消息は不明なこと, ランドル7 家 

の子供たちにBSまれていたという力とこの子供たちは 

夏はモンチィチで過ごしたものの , 1809年になっ 

てそこに引越したのだしその時はS a llyの最後の子 

供が生まれたちとだった，と述べた。こうして，ジェ 

ファスンの人格面を中心に家族の載@をもって Sally 

との■ 係をざ定するM aloneと，あくまでもその可能 

性を主張するBrodieは，平行線のままである„

8

Cornell大学腹史学教授 Michael Kammen も，Wask- 

inglon Post (July 7 ) に本書の書評を載せ， ジュファ 

スンについての文献は供水のように出ている力'i, 彼に 

対する評価は3 っに分かれているとして，（1)高級祭司 

の内輪な策団で，ジょファスンの名声に気をつかう人 

'たち一一Julian P. Boyd, Dumas Malone, Merrill Peter­

son, (2)市民的自由の溜用， 政治的な矛盾，女性関係 

などジュプァスンのすべてを知ろうとする人たち一 -  
tieoriard Levy, Gore Vidal, Fawn M. Brodie, Winthi^op 

J o r d a n ,アメリカの政治, - 思鶴，文化を理解するの 

にジ* ファスンは重要だと考え,彼を讚えはするが完 

全な侍祭とはならぬ人たち-— Daniel Boorstin, Henry 

Steele Commager, Noble Cunningham, Richard Ellis, 

Erik Erikson, Adrienne Koch, Douglas Adê ir の三'o  に 

分類した。建国の父でアメリ力最大の啓蒙思想家とい 

うことになると，その研究者たちには一方に若干の神 

格化倾向が生まれ，他方にはそれへの挑戦が生じるの 

で，さらにこうした歴史家や，以上に紹介した書評の 

雄者たちの立場，階級，人極,信仰などを考えると誠 

に與味深いものがある, だがここでは, さし当りBrodie 

の問題提超の波紋を迫うにとどめよう。

ジナ*ププスンの父は40人はどの奴錄を持っていたと 

插定され， 3 人の監督によってプランチイシg ンを経

営していたが， ジエフデスンゆ1774年妻の父が亡ぐ 

なった時, 135人の奴談を相続し 1 方ょ一力^の士 

地と共に，大奴織所有者となった。借金に苦しみつつ’ 
亡くなった時にも，60人の奴織を持っていたと言わt t  

る。こめ奴織は, 彼の社会的地位を高めるためにも，

また彼の農場を維持するためにも，必要だったのでも. 
る。 しかし彼は奴錄制には批判的で , 「独立宣言J 

はもちろん人間の平等博i , 生得権（生命，自[11.幸福の 

追求）を高らかにうたい, その草案には,イギリス国 

王がアプリ力人の生命と自由の権刹をけがし奴綠資‘ 

易參止の試みに対して拒杏権を溜用したことを攻撃し 

た （こめ部分はジg — ジア代まの要求により削除〉。 だが * 

1?79年 6 月に，ぺ ン ル ト ン ，.ゥイスと協力して作成 

した rヴァジニア法改正委員報告」におV、ては，奴談， 

輸入の禁止を定めただけで，a 在の奴織め解放につい 

では触れず，むしろ奴織が通行証を持たず外出するこ 

と，武盤を持つこと，暴動や不法策会を開くことなど‘

を厳しく禁じている。これは,彼の平等思想は不徹底 

で, 黒人に対しては強い人極的偶見を持っていたこと,- 
プランテイシg ン経営には奴謙力t不可欠セあったこと,„ 

特に彼の後半生においてヴァジュアの支配階級は,波 

をも含めて，奴裁の反乱を碰く恐れるようになったこ 

とによるだろう。彼は自分の奴綠を未熟なものと考ぇ 

て，彼が擁護した権利を与えることを拒んだのである。. 

彼は，もちろん制度としての奴謙制には反対だが，せ 

いぜいこれに技術を習得させて漸次的に解放し，奴謙 

州だけのき担でアツリ力の海岸に送り遊すことや，ア 

メリ力の中で隔離しておくことを考えた。それが最も 

よくまれているのは，1781〜3 年に書かれた rヴァジ' 

ニア覚え書J で, その賀間14k：おいて,"黑人の表情を 

支配しているあめを遠の単調さ，あらゆる感情を蔽い- 
力、くしているあの黒い不勘のケcn—ルよりも，白人の' 

ように赤と白がみごとに混りあい，皮膚の色にさす紅 . 

'糊の程度によってあらゆる感情が表現される方が, Yj：
り一層好ましくはないだろう力、。… •また，オランクー 

タンが自分自身の種族のメスよりも黒人の女性の方を 

好むのとまったく同後に黒人が白人をより好むことカ、- 

らわかる抖り，黒人自身も白人の方が美しV、と刺断し 

ていること。 彼らは非常に強い不愉快な臭いをも 

ってV、る。‘• • ‘ ‘，彼らの場合愛情とは,情操と感動がやさ 

しく微妙に混りあったものというよりは，独い欲塑で 

あるようにみえる。 . . . . ..推理力力は，ュ" クリッドめ.

研究を追ゥたり，. 31解したりすることのできるものは. ， 

ほとんどいないだろうか'ら， 人に比べでかなり劣づ-
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ており，想像力は鋪く，下品で，異赏であると思われ 

る。 •• ••，黒人の場合にほ，平凡な物語の水準を越える 

ような思想をロにした例を,私はまだ一度も見つける 

ことができなかったし，絵画や彫刘でははんの初歩的 

なものさえも見たことがな、。… .この不幸な皮膚の 

色の違い，ギしでおそらくは能力の違いほ,これらの 

人びとを解放しようとする時の強力な障言である。彼 

らの立場を弁護する人の多くは，一方で人間性の自由 

を擁護したいと望みながら,同時に他方では人間の高 

贵さと美しさを守りたいという気持も强レ、のである。

• 奴錄たちは, 解放された跪には，血の交わりので 

き な 、所へ移されるべきなのである" (Notes on Virgi- 

Tim, edited by William Peden, University of North Carolina 

Press, 1955,卯.138 〜14 3 .中尾健- 249 〜 260 ページ）。こ 

うした徹底した白人優越思想，人種的偏覓は，当時と 

してはもちろん異とするに足りない。だが，奴織の瀬 

次的解放を計画していたとは言いながらも，ジファ  

スンは, 权綠解放のための実際的な政策をはとん'ど何 

も行なっていないので, 「独立宣言」と実際の政策と 

の矛唐は, やはり問題とすべきであろう。

ジ: ファスンの人格は，黒人奴綠との38年にわたる 

長い関係，？人の私生児という情事の秘密とは両立し 

がたいよう.に思われてきた。Brodieも特に新資料を発 

見したわけではないし，心理分析による推論の城を出 

るものではない。 しかしこの書の出現が，従来正統史 

学が否定してきたことを改めて大きな問題として提起 

し, そめ可能性を強めたことは事樊でを) る。

© 終的な判断は誰も下しえぬ状況であるが, 事実は， 

(1)S a llyとの関係は全くなかった,《2)その関係は一時 

的なものに過ぎなかった，{邮明欄続き，その間に何

人かの子供が生まれた。のいずれかである。り》の場合' 

は，ジ:Cプァスンに寄せるBrodie0尊敬にも拘らず, 

彼女は事実無根の中傷を]j?現させたことになり, 確実: 

な廣料をもってのみ語ろという史李の王道を踏み外し 

た点，および当時の社会的背景に関する理解が浅薄で 

あるという点が，非難されよう。だがそれでも,従来 

の史学に再檢討を迫り，心理的な要因と奴歸制度の間： 

题に新しい関心を呼び起こしたこ.とは，評価されるぺ 

きである。《2)の主張者ははとんどいない。（3)の場合は,. 
それがジ:Cプァスンの思想に大きな影響をもたらした 

力、否かでまた分かれるわけだが，大きな影響を与えた 

とすれば，情事の事実関係と，ジ:Cファスンの思想の 

変化過程を追つて, 両者.の対応を51定することが必要- 

でもる。 情事の相手が® 人奴諫ということになると,. 

人種問題と奴錄制度がからまって, 問題は複雑となる。 

さらに被女は混血児■であり，しかもジCCファスンは混 

血を恐れながら自らそれを実践したことになる（•'ヴァ 

ジニァ覚え‘書」の執と出版の問に, :S a llyとの接触が始ま- 

った)。 南部奴諫制社会の中で，二人の関係は,はたし 

て平等，な人間同土の恋なのか, 主人と奴諫という権力’ 
関係におい义なのか， S a l ly は本当に幸福であったの’ 

か, 子供たちは何を考えていたのか，その中でジ:プ 

ァスンは黑人観を变えていくのか,すべては依然とし 

て謎のままに残る。問題提起者としては，これらの薄- 
に, 単なる推理ではなく，客観的な事喪の裏付けをも 

って答えるべきであろう。そのためには，当時の社会 

経済的背京の解明と，ジ0：プァスンの思想構造の分析 

がー層i t 耍となるであろうことは，言うまでもない。

 8 ガ13日，Clmdottesvine, Virginia .大学にて-----

. (経鮮部教授 )

r兰田学会雑籠; ] 67巻11号 （1974イ1̂ 11月）
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ク ラ ー ク ソ ン 著 「前 工 業 化 イ ン グ ラ ン ド 0

経 済 1500-1750」 (r.)

• 第 2 章変化を取りまく環境

L. A. Clarkson, The Pre-Industrial Economy in E ngland,1500-1750
(B. T. Batsford Ltd., London, 1971, pp. 268) . . ‘

大 賞 朝 義  

酒 田 利 夫

前工業化イングランドにおける生産の跋大は，市場 

の規模によって限定されていた。だがそれにも拘らず, 
経资のあらゆる部門で発展がみられた。実際，16世紀 

前期から18世ま己前期の間に行われた発展を検討しつつ， 

それを•革命的なものとして叙述している厘史家もいる。 

しかし，18供紀の産業草命とは興なって，それ以前の 

諸世紀に行われた生産方法や組織形態における発展は， 

経済溝造を急速に変えほしなかった。前工業化プング 

ランドヤ生じたような経资発展は，新しい需耍バター 

ンを開拓し新しいホ場機会を追求する企業家層によっ 

てもたらされたものであった。，全体としてみると，被 

らの努力は, 好適な資源配置,比較的安定的な政治機 

構 , 好適な社会構造によって助けられた。本学では, 

経済発展i t対するこれらの非経済的要因を,主たる対 

象として取り挙げる。 〔従って, 経済発展の：）成果そ 

のものについては，次享以降で考察されることになる。

地理と資源

イングランドは，経済発展の上でま然条件に大変恵 

まれていた。チ ュ ダー及びスチュアート朝期のイン 

グランド人は，彼らの母がエデンの圓に較べても殆 

ど邁色ないものであると信じていた。ある熱烈な愛国 

者は，16世紀中葉の箸作の中で, イングランドを「フ 

ランスを逾かに凌駕する多ぐの港湾を有する大洋に!IB 
まれJ , 『さまざまな好適な河川J を持っ国とUて叙述 

している。 彼は， •■イングランドにおける豊富な家畜，

  雄牛，雌牛，麻，山羊その他0 ，われわれはまた，

世界中で最上の羊毛をもたらす羊を有している 

豊富な地下資源， ……多くの金属類 , 石炭,石板と 

石 んと書き記した。 世紀後に，ヘンリー . ペラシス 

Henry B elasyseはョリ恼明に次のよ..うに記した。 イ 

シグランドは山，橋，泉，教会，婦人や羊电で有名で 

ある」'と.。韻人は，.r男達の同意により，..5* —ロ''タパ 

の中で最も參しく保たれて_ )いたために,経済発展に 

とっては恐らく気睛らしとなった。実際大変美しかづ 

たから， cm代の法王の中にあって）ただイングラン 

ド人の法王のみが，彼女達は ''彼女達の美しさが他の 

者の德にとっT 悩ましい障害とならないように，口一 

に巡礼に赴くことを許されるべきでないJ と生張し 

たのである。ベラシスはまた, 海み入った瞎喻の趣味， 

のみならず，{也の鶴の美しさへの眼識も備えていた。

「我が海の山なす魚，我が空の雲なす小鳥，凡ゆ

る平原は肉牛と畜牛とによって蔽われ,凡ゆる所

に羊が群れなし,凡ゆる地域に森と狩渊地がひろ

. がり，すべての森はジCAントリのための獲物に!^

み，多,くの石炭の鉱脈が地下に仰びて鼓民に消費

される。 イングランドの気候は木ま温暖で,
.フラシスにおける.ように暑すぎるこ.と'も寒すぎる’

とともない。…，，周回をとりまく海は夏には涼気

をもたらし，♦ には暖気を与えるので，そのため

に私達の鼻水がたれることはあっても，ロシアに

おけるように鼻..〔そのもの; } が欠けて'しまうと..い 
(1)

うことはない。J

注（1 ) Tudor Economic Documents, ed* R.H» Tawney and 
' Traveler's First CUnosity： or the Knowledge of his 

I I ,1903, pp. 193—4

E. Powot*, 1924, III, pp* 1—1 1 ; H‘ B[elasysel An English 
own Counti^oy, 1657, ift Hist. Ms&. Comm*, Various CoUectiona,

i - 、ン t パ， 、 >' ' 、レ 'り 、、‘’、 、厂。、、

-1771
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